
経　
済　
大　
臣　
デ　
ル　
ヴ　
ィ　
シ　
ュ　

二　
○　
○　
一　
年　
二　
月　
一　
九　
日　
月　
曜　
日　
、　
国　
家　

安　
全　
保　
障　
評　
議　
会　
で　
起　
こ　
っ　
た　
エ　
ジ　
ェ　
ヴ　
ィ　

ッ　
ト　
首　
相　
と　
セ　
ゼ　
ル　
大　
統　
領　
の　
衝　
突　
を　
引　
き　

金　
に　
、　
ド　
ル　
が　
急　
騰　
し　
、　
ト　
ル　
コ　
を　
大　
混　
乱　

に　
追　
い　
込　
ん　
だ　
「　
二　
月　
危　
機　
」　
か　
ら　
半　
年　
余　

り　
経　
っ　
た　
。　
危　
機　
後　
、　
急　
遽　
、　
ア　
メ　
リ　
カ　
の　

世　
界　
銀　
行　
か　
ら　
呼　
び　
寄　
せ　
ら　
れ　
、　
経　
済　
担　
当　

大　
臣　
に　
抜　
擢　
さ　
れ　
た　
ケ　
マ　
ル　
・　
デ　
ル　
ヴ　
ィ　
シ　

ュ　
の　
打　
ち　
出　
し　
た　
政　
策　
は　
、　
賛　
否　
両　
論　
を　
呼　

び　
な　
が　
ら　
も　
ト　
ル　
コ　
の　
経　
済　
を　
、　
な　
ん　
と　
か　

持　
ち　
こ　
た　
え　
さ　
せ　
た　
。　
（　
詳　
細　
は　
、　
本　
誌　
前　

号　
の　
経　
済　
特　
集　
を　
ご　
参　
照　
）　

大　
臣　
就　
任　
後　
、　
各　
党　
か　
ら　
入　
党　
の　
誘　
い　
を　

受　
け　
た　
デ　
ル　
ヴ　
ィ　
シ　
ュ　
で　
あ　
っ　
た　
が　
、　
ど　
こ　

か　
ら　
の　
誘　
い　
に　
も　
乗　
ら　
ず　
、　
経　
済　
担　
当　
大　
臣　

と　
し　
て　
中　
立　
の　
立　
場　
の　
ま　
ま　
、　
政　
策　
の　
実　
現　

に　
向　
け　
て　
活　
動　
を　
開　
始　
し　
た　
が　
、　
政　
治　
家　
で　

な　
い　
デ　
ル　
ヴ　
ィ　
シ　
ュ　
の　
政　
策　
に　
、　
こ　
と　
ご　
と　

く　
反　
対　
す　
る　
政　
治　
家　
も　
登　
場　
し　
た　
。　
し　
か　
し　

国　
家　
の　
存　
亡　
を　
か　
け　
た　
こ　
の　
政　
策　
に　
代　
わ　
る　

政　
策　
も　
な　
く　
、　
連　
立　
内　
閣　
は　
協　
調　
政　
治　
を　
強　

調　
し　
、　
各　
政　
党　
と　
も　
党　
員　
を　
な　
だ　
め　
る　
形　
で　

何　
と　
か　
デ　
ル　
ヴ　
ィ　
シ　
ュ　
の　
政　
策　
に　
協　
力　
す　
る　

姿　
勢　
を　
見　
せ　
た　
。　

デ　
ル　
ヴ　
ィ　
シ　
ュ　
が　
経　
済　
を　
立　
て　
直　
す　
為　
、　

ア　
メ　
リ　
カ　
を　
中　
心　
に　
、　
海　
外　
に　
借　
金　
を　
申　
し　

出　
た　
際　
、　
指　
摘　
さ　
れ　
た　
こ　
と　
が　
、　
「　
ト　
ル　
コ　

政　
治　
の　
不　
透　
明　
さ　
」　
で　
あ　
っ　
た　
。　
「　
金　
を　
貸　

す　
の　
は　
い　
い　
が　
、　
こ　
の　
金　
の　
行　
き　
先　
を　
明　
確　

に　
し　
て　
欲　
し　
い　
」　
と　
い　
う　
の　
が　
、　
出　
資　
国　
の　

言　
い　
分　
で　
あ　
っ　
た　
。　
も　
っ　
と　
も　
な　
言　
い　
分　
に　
、　

か　
え　
す　
言　
葉　
も　
な　
く　
、　
政　
治　
内　
不　
正　
の　
壊　
滅　

政　
策　
を　
掲　
げ　
て　
、　
数　
々　
の　
改　
革　
を　
試　
み　
て　
来　

た　
ト　
ル　
コ　
連　
立　
内　
閣　
で　
あ　
っ　
た　
が　
・　
・　
・　
　　

タ　
ン　
タ　
ン　
の　
辞　
職　

そ　
の　
政　
治　
内　
不　
正　
の　
壊　
滅　
の　
為　
に　
、　
先　
頭　

を　
切　
っ　
て　
指　
揮　
を　
と　
っ　
て　
い　
た　
の　
が　
、　
警　
視　

庁　
出　
身　
の　
内　
務　
大　
臣　
タ　
ン　
タ　
ン　
で　
あ　
っ　
た　
。　

六　
月　
六　
日　
、　
突　
然　
、　
そ　
の　
彼　
の　
辞　
職　
ニ　
ュ　

ー　
ス　
が　
伝　
え　
ら　
れ　
た　
。　
二　
月　
危　
機　
か　
ら　
長　
く　

検　
討　
さ　
れ　
て　
い　
た　
内　
閣　
改　
革　
の　
一　
環　
と　
し　
て　

か　
、　
本　
人　
も　
知　
ら　
な　
い　
内　
に　
、　
内　
務　
大　
臣　
タ　

ン　
タ　
ン　
が　
、　
税　
関　
担　
当　
大　
臣　
職　
に　
転　
任　
さ　
せ　

ら　
れ　
る　
こ　
と　
に　
な　
っ　
た　
の　
で　
あ　
る　
。　

こ　
れ　
に　
は　
、　
「　
こ　
の　
転　
任　
辞　
令　
は　
、　
個　
人　

の　
基　
本　
信　
念　
、　
及　
び　
政　
治　
理　
念　
と　
一　
致　
し　
な　
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い　
為　
、　
新　
任　
務　
か　
ら　
の　
辞　
職　
を　
決　
意　
し　
た　
。　

同　
時　
に　
Ａ　
Ｎ　
Ａ　
Ｐ　
か　
ら　
も　
離　
党　
す　
る　
こ　
と　
を　

発　
表　
す　
る　
」　
と　
述　
べ　
た　
。　
辞　
職　
後　
、　
彼　
は　
、　

ど　
の　
政　
党　
か　
ら　
の　
誘　
い　
も　
受　
け　
付　
け　
ず　
、　
故　

郷　
で　
あ　
る　
ア　
ダ　
パ　
ザ　
ル　
に　
隠　
と　
ん　
し　
て　
し　
ま　

っ　
た　
。　
驚　
い　
た　
の　
は　
世　
間　
で　
あ　
る　
。　

こ　
れ　
は　
、　
今　
回　
行　
わ　
れ　
た　
Ａ　
Ｎ　
Ａ　
Ｐ　
総　
大　

会　
で　
壇　
上　
に　
登　
場　
し　
た　
タ　
ン　
タ　
ン　
に　
対　
す　
る　

会　
場　
の　
拍　
手　
が　
非　
常　
に　
高　
か　
っ　
た　
こ　
と　
等　
、　

最　
近　
あ　
ま　
り　
に　
市　
民　
に　
ポ　
ピ　
ュ　
ラ　
ー　
に　
な　
っ　

た　
タ　
ン　
タ　
ン　
を　
Ａ　
Ｎ　
Ａ　
Ｐ　
が　
疎　
ん　
じ　
は　
じ　
め　

た　
こ　
と　
が　
要　
因　
と　
見　
ら　
れ　
て　
い　
る　
が　
、　
Ａ　
Ｎ　

Ａ　
Ｐ　
党　
首　
ユ　
ル　
マ　
ズ　
は　
、　
「　
個　
人　
の　
名　
声　
の　

為　
に　
職　
権　
を　
行　
使　
す　
る　
者　
は　
、　
許　
せ　
な　
い　
」　

と　
述　
べ　
て　
い　
る　
。　
し　
か　
し　
残　
念　
な　
が　
ら　
、　
ど　

う　
考　
え　
て　
も　
、　
こ　
の　
人　
事　
で　
点　
を　
失　
っ　
た　
の　

は　
ユ　
ル　
マ　
ズ　
側　
で　
あ　
る　
。　

四　
度　
目　
の　
解　
散　

二　
○　
○　
一　
年　
六　
月　
、　
と　
う　
と　
う　
フ　
ァ　
ズ　
ィ　

ー　
レ　
ッ　
ト　
党　
に　
も　
強　
制　
解　
散　
の　
判　
決　
が　
下　
さ　

れ　
た　
。　
こ　
う　
し　
て　
、　
エ　
ル　
バ　
カ　
ン　
の　
築　
き　
上　

げ　
た　
政　
党　
は　
、　
Ｍ　
Ｎ　
Ｐ　
、　
Ｍ　
Ｓ　
Ｐ　
、　
Ｒ　
Ｐ　
に　

続　
い　
て　
四　
度　
目　
の　
解　
散　
と　
な　
っ　
た　
。　

こ　
の　
解　
散　
判　
決　
の　
一　
番　
の　
理　
由　
は　
、　
一　
般　

的　
に　
「　
フ　
ァ　
ズ　
ィ　
ー　
レ　
ッ　
ト　
党　
が　
、　
一　
九　
九　

八　
年　
に　
強　
制　
解　
散　
さ　
せ　
ら　
れ　
た　
レ　
フ　
ァ　
党　
の　

流　
れ　
を　
汲　
む　
全　
く　
同　
じ　
政　
党　
で　
あ　
る　
」　
と　
の　

見　
方　
が　
あ　
る　
が　
、　
判　
決　
で　
は　
そ　
れ　
よ　
り　
も　
、　

「　
ト　
ル　
コ　
の　
政　
教　
分　
離　
主　
義　
を　
脅　
か　
し　
た　
」　

こ　
と　
に　
起　
因　
し　
て　
い　
る　
と　
主　
張　
し　
て　
い　
る　
。　

こ　
の　
主　
張　
の　
根　
本　
と　
な　
る　
事　
件　
は　
、　
現　
在　

の　
第　
五　
七　
代　
連　
立　
内　
閣　
の　
成　
立　
し　
た　
一　
九　
九　

九　
年　
四　
月　
の　
総　
選　
挙　
後　
、　
国　
会　
議　
員　
の　
宣　
誓　

式　
に　
、　
フ　
ァ　
ズ　
ィ　
ー　
レ　
ッ　
ト　
党　
所　
属　
と　
し　
て　

イ　
ス　
タ　
ン　
ブ　
ル　
か　
ら　
選　
出　
さ　
れ　
た　
メ　
ル　
ヴ　

ェ　
・　
カ　
ヴ　
ァ　
ッ　
ク　
チ　
ュ　
が　
、　
ス　
カ　
ー　
フ　
を　
巻　

い　
た　
ま　
ま　
国　
会　
に　
出　
席　
し　
た　
事　
件　
で　
あ　
る　
。　

（　
ト　
ル　
コ　
共　
和　
国　
で　
は　
政　
教　
分　
離　
主　
義　
に　
基　

き　
、　
公　
務　
員　
の　
公　
式　
の　
場　
の　
ス　
カ　
ー　
フ　
は　
禁　

止　
。　
詳　
細　
は　
本　
誌　
二　
三　
号　
ご　
参　
照　
）　

イ　
ス　
ラ　
ム　
政　
党　
の　
分　
裂　

ト　
ル　
コ　
に　
急　
速　
な　
経　
済　
成　
長　
を　
も　
た　
ら　
し　

た　
オ　
ザ　
ル　
大　
統　
領　
（　
Ａ　
Ｎ　
Ａ　
Ｐ　
）　
の　
死　
後　
、　

大　
都　
市　
を　
中　
心　
に　
国　
民　
の　
間　
で　
貧　
富　
の　
差　
が　

広　
が　
っ　
た　
。　
そ　
の　
後　
、　
一　
九　
九　
四　
年　
三　
月　
、　

ト　
ル　
コ　
初　
の　
女　
性　
首　
相　
と　
な　
っ　
た　
タ　
ン　
ス　
・　

チ　
ル　
レ　
ル　
時　
代　
、　
経　
済　
危　
機　
も　
迎　
え　
、　
内　
閣　

は　
絶　
え　
ず　
揺　
れ　
動　
い　
た　
。　

こ　
う　
し　
た　
混　
乱　
の　
中　
、　
エ　
ル　
バ　
カ　
ン　
を　
党　

首　
と　
す　
る　
レ　
フ　
ァ　
党　
は　
一　
九　
九　
五　
年　
一　
二　
月　

の　
選　
挙　
で　
全　
体　
の　
三　
三　
・　
五　
％　
と　
大　
勝　
利　
を　

得　
、　
第　
一　
政　
党　
と　
な　
っ　
た　
。　
エ　
ル　
バ　
カ　
ン　
は　
、　

最　
初　
、　
組　
閣　
権　
を　
与　
え　
ら　
れ　
な　
か　
っ　
た　
が　
、　

Ａ　
Ｎ　
Ａ　
Ｐ　
と　
Ｄ　
Ｙ　
Ｐ　
の　
連　
立　
政　
権　
が　
九　
○　
日　

間　
の　
短　
命　
に　
終　
る　
と　
、　
チ　
ル　
レ　
ル　
の　
Ｄ　
Ｙ　
Ｐ　

と　
組　
ん　
で　
、　
一　
九　
九　
六　
年　
六　
月　
、　
念　
願　
の　
総　

理　
大　
臣　
の　
座　
に　
座　
っ　
た　
。　
し　
か　
し　
、　
一　
年　
後　

の　
六　
月　
、　
窮　
地　
に　
追　
い　
込　
ま　
れ　
て　
辞　
職　
。　

一　
九　
九　
八　
年　
一　
月　
、　
レ　
フ　
ァ　
党　
の　
強　
制　
解　

散　
に　
と　
も　
な　
っ　
て　
、　
エ　
ル　
バ　
カ　
ン　
も　
五　
年　
間　

政　
治　
活　
動　
を　
禁　
止　
の　
身　
と　
な　
っ　
た　
。　

ポ　
ス　
ト　
・　
エ　
ル　
バ　
カ　
ン　
、　
レ　
フ　
ァ　
党　
若　
手　

の　
ホ　
ー　
プ　
と　
し　
て　
注　
目　
さ　
れ　
て　
い　
た　
イ　
ス　
タ　

ン　
ブ　
ル　
市　
長　
の　
タ　
イ　
イ　
ッ　
プ　
・　
エ　
ル　
ド　
ア　
ン　

も　
、　
シ　
イ　
ル　
ト　
で　
の　
地　
方　
演　
説　
が　
、　
や　
は　
り　

政　
教　
分　
離　
主　
義　
に　
違　
反　
す　
る　
裁　
判　
問　
題　
と　
な　

り　
、　
投　
獄　
さ　
れ　
る　
ま　
で　
に　
至　
っ　
た　
。　

最　
も　
多　
く　
の　
票　
を　
持　
ち　
、　
国　
会　
に　
強　
い　
影　

響　
力　
を　
持　
っ　
て　
い　
た　
レ　
フ　
ァ　
の　
あ　
と　
を　
継　

ぎ　
、　
フ　
ァ　
ズ　
ィ　
ー　
レ　
ッ　
ト　
党　
も　
大　
き　
な　
支　
持　

を　
受　
け　
て　
い　
た　
が　
、　
設　
立　
か　
ら　
三　
年　
半　
後　
ま　

た　
も　
や　
強　
制　
解　
散　
と　
な　
っ　
た　
。　

行　
く　
手　
行　
く　
手　
を　
阻　
ま　
れ　
て　
、　
遠　
回　
り　
を　

し　
た　
エ　
ル　
バ　
カ　
ン　
だ　
が　
、　
時　
の　
恩　
赦　
に　
よ　
っ　

て　
思　
っ　
た　
よ　
り　
早　
く　
、　
罪　
を　
許　
さ　
れ　
そ　
う　
な　

見　
通　
し　
も　
つ　
き　
、　
活　
動　
を　
開　
始　
。　
し　
か　
し　
、　

今　
ま　
で　
一　
つ　
で　
あ　
っ　
た　
巨　
大　
政　
党　
は　
、　
時　
代　

の　
流　
れ　
を　
受　
け　
て　
、　
エ　
ル　
バ　
カ　
ン　
と　
ク　
タ　
ン　

を　
中　
心　
と　
す　
る　
伝　
統　
保　
守　
派　
と　
、　
刑　
期　
を　
終　

え　
て　
、　
出　
所　
し　
た　
エ　
ル　
ド　
ア　
ン　
を　
中　
心　
と　
す　

る　
若　
手　
新　
改　
革　
派　
の　
二　
派　
に　
分　
裂　
し　
て　
し　
ま　

っ　
た　
。　
こ　
う　
し　
た　
事　
態　
を　
何　
度　
も　
経　
験　
済　
み　

の　
彼　
ら　
は　
、　
フ　
ァ　
ズ　
ィ　
ー　
レ　
ッ　
ト　
党　
の　
解　
散　

判　
決　
を　
予　
期　
し　
、　
早　
速　
新　
政　
党　
の　
準　
備　
に　
と　

り　
か　
か　
っ　
た　
が　
、　
も　
は　
や　
一　
つ　
の　
政　
党　
と　
し　

て　
で　
は　
な　
く　
、　
ク　
タ　
ン　
は　
、　
サ　
ア　
デ　
ッ　
ト　

（　

幸　
福　
）　
党　
、　
エ　
ル　
ド　
ア　
ン　
は　
、　

ア　
ク　
（　

公　
正　
進　
歩　
）　

党　
と　
道　
は　
二　
つ　
に　
分　
か　
れ　
た　
。　

さ　
ら　
に　
メ　
デ　
ィ　
ア　
は　
、　
エ　
ル　
バ　
カ　
ン　
の　
強　

敵　
と　
見　
ら　
れ　
る　
エ　
ル　
ド　
ア　
ン　
の　
個　
人　
資　
産　
が　

イ　
ス　
タ　
ン　
ブ　
ル　
市　
長　
時　
代　
の　
不　
正　
に　
よ　
る　
も　

の　
だ　
と　
す　
る　
汚　
職　
容　
疑　
や　
、　
政　
治　
活　
動　
禁　
止　

が　
ま　
だ　
解　
か　
れ　
て　
い　
な　
い　
こ　
と　
を　
理　
由　
に　
エ　

ル　
ド　
ア　
ン　
を　
批　
判　
し　
、　
イ　
ス　
ラ　
ム　
教　
を　
掲　
げ　

て　
新　
し　
い　
支　
持　
層　
を　
広　
げ　
つ　
つ　
あ　
る　
エ　
ル　
ド　

ア　
ン　
の　
勢　
力　
拡　
大　
を　
牽　
制　
し　
て　
い　
る　
。　

共　
和　
国　
建　
国　
以　
来　
、　
強　
行　
に　
政　
教　
分　
離　
を　

守　
ろ　
う　
と　
す　
る　
ト　
ル　
コ　
で　
、　
現　
在　
の　
内　
閣　
自　

身　
が　
、　
右　
派　
と　
左　
派　
の　
連　
立　
内　
閣　
で　
あ　
る　
こ　

と　
は　
、　
二　
一　
世　
紀　
が　
も　
は　
や　
イ　
デ　
オ　
ロ　
ギ　
ー　

の　
時　
代　
で　
は　
な　
い　
こ　
と　
を　
物　
語　
っ　
て　
い　
る　
。　

（　
二　
○　
○　
一　
年　
八　
月　
三　
一　
日　
現　
在　
）　

15

新改革派のカリズマ的リーダーエ

ルドアンと「電球党」と呼ばれて

しまったアク党のマーク

＜上写真＞ 保守派の陰の実力者エ

ルバカン（左）と元ファズィーレッ

ト党の党首クタン（右）


